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医療・福祉・食品・健康 

食品のニオイ・鮮度の可視化および食品の新規保蔵・加工技術の開発 

研究 

概要 
ニオイや鮮度を可視化するセンサ技術、電場による食品保蔵技術等の開発 

 

 

食環境科学部 食環境科学科 

大熊 廣一 教授 Hirokazu Okuma 

研究キーワード：鮮度 食品物性 バイオセンサ ニオイ識別 高電場 

URL： http://researchmap.jp/read0190535 
 

研究シーズの内容 

これまで生鮮魚介類の鮮度を計測するバイオセンサの実用化に成功しています。 

現在、食品中の各種成分を高感度に検出するため、スクリーン印刷電極、カーボンナノチューブや

ナノ粒子を修飾した酵素電極の開発（電極表面にミセル電解法で導電性微粒子薄膜を作製する方

法：特許第 5089035 号）、多成分同時分析多機能センサの開発などを行っています。 

一方、ニオイとは、香気成分が蒸発して嗅覚に到達することによって感じます。沸点の低い香気

成分から順次蒸発して行くため、時間経過と共にニオイの質が変化します。最初に感じるニオイ（トッ

プノート）は、低沸点成分で軽やかな感じのフレッシュなニオイ、最後まで残るニオイは高沸点成分と

なるベースノートと呼ばれています。食品の商品開発や賞味期限等を定量的に解析するために、香

気成分は重要なファクターとなります。本研究室では、ニオイを沸点順に分けて計測する非平衡蒸

気検出型ニオイセンサ（特許第 5177564 号）を開発しています。トップノートやラストノートを分離して

検出でき、私たちが鼻で感知する官能的評価に準じたニオイを計測することができます。 

 

活用例・産業界へのアピールポイント 

①食品・健康分野に利用するバイオセンサの高感度、多機能化あるいは、ニオイ識別・鮮度判定な

ど、官能的な評価を簡易的に数値化するセンサ技術、システムの開発 

②新規食品保蔵・加工技術（高電場処理、マイクロバブル）等の開発、食品物性の解析 

 

特記事項(関連する発表論文・特許名称・出願番号等) 

①CNT 薄膜の製造方法およびこの薄膜を用いたバイオセンサ（特許第 5089035 号） 

②ニオイ分析装置（特許第 5177564 号） 
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医療・福祉・食品・健康 

生体試料中微量物質の高感度検出 

研究 

概要 
生体試料中に含まれる微量物質の LC/MS を用いた高感度定量法の開発 

 

 生命科学部 

萩尾 真人 助教 Masahito Hagio 

研究キーワード：LC/MS ラット マウス 糞 腸内環境 

URL： http://researchmap.jp/read0156132 
 

研究シーズの内容 

近年人間ドックによる精密検査の普及が進み多くの疾病を早期の段階で発見し、迅速に予防や

治療などの対策を講じることが可能となって来た。しかし、検査にかかる費用の面や、検査設備の地

域格差、検査に要する時間などの面から未だすべての人にとって受診し易い環境であるとは言い難

い。また、自覚症状を覚えたときもしくは生活に支障をきたし始めたときにはすでに重篤である場合が

多い膵がんなどでは、未だ初期段階における決定的なマーカーが見つかっておらず、一方で肺がん

や胃がんなどは比較的早期に発見されやすく、検査部位ごとに異常の発見精度が異なるのが現状

である。 

当研究室では、近年様々な分野で普及が進みその分析精度の向上も著しい質量分析計を主に

用い、ヒトの体を極力傷つけずに（非侵襲的に）体内情報を得るための分析法の確立を目指してい

る。特に糞便を分析対象とし腸内細菌叢とその代謝物との関連性を正確に把握することによる腸内

環境評価法の確立に取り組んでいる。また、糞便中の様々な微量物質の構造、量を正確に測定す

る（絶対定量）ことにより、疾病の早期発見につながる未知のバイオマーカーの発見も同時に目指し

ている。これらを組み合わせた腸内環境の網羅的評価法は、疾病の予防や治療の両観点からも非

常に有用となり、また検査におけるヒトの体への負担も抑えられることが期待できる。さらに、微量な

分析対象試料にも適用できる高感度解析に発展させることができれば、腸内環境評価法の汎用性

を上昇させることが可能になるため、様々な研究に応用されることが期待できる。 

活用例・産業界へのアピールポイント 

・LC/MS を用いた新たな生体評価系の探索（特に糞便中物質について） 

・腸内環境の評価系に関する研究について 

・タンパク質の絶対定量 

 

特記事項(関連する発表論文・特許名称・出願番号等) 

 

 


